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③管端部外面、継手内面をアセトンまたはアルコールで清掃します。

④管の挿入長さ（標線）を施工要領に従い記入し、管を継手にマーキング位置まで確実に挿入し

ます。専用クランプで管と継手を緩みが無い様に固定します。

⑤コントローラーのコネクターと継手ターミナルピンを接続し、施工要領に従いサイズごとに定

められた条件で通電します。

⑥通電後、継手インジケーター隆起、標線のずれのないことを確認します。

⑦通電後、専用クランプを付けたまま、接続部に無理な力がかからないよう、サイズごとに定め

られた時間放冷します（一般的な放冷時間は、呼び径10～20：3分以上、呼び径25～65：5分以

上、呼び径75：10分以上）。専用クランプを取り外した後、30分から1時間以上養生します。詳

細な放冷・養生時間は各メーカーのカタログ又は施工要領書に従ってください。
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④加熱用ヒーターフェースに継手と管を同時にまっすぐ挿入し、サイズごとに定められた加熱時

間を守り保持、加熱します。

⑤溶融後、管と継手を同時にヒーターフェースから外し、接続部に無理な力がかからないよう、

30秒以上圧着保持、3分以上放冷します。その後30分から1時間以上養生します。詳細な放冷・

養生時間は各メーカーのカタログ又は施工要領書に従ってください。

⑥融着作業後、ヒーターフェースをウエス等（化繊品は、使用不可）で拭き、清浄に保ちます。
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